
議会広報広聴委員会 

令和 3 年 1 月 22 日(金) 

午前 10 時 00 分から 

第 4 委 員 会 室 

【出席者】三浦委員長、西川副委員長、 

村武委員、川上委員、小川委員、野藤委員、笹田委員、芦谷委員、 

佐々木委員、澁谷委員 

【事務局】近重係長、小寺書記 

 

議題 

1  （仮称）はまだ市民一日議会について ························· 資料1 

⑴ 名称決定、ルール、周知、募集 

 

 

⑵ その他 

 

 

2  SNSによる情報発信について ·································· 資料2 

⑴ 運用方法提案 

 

 

⑵ その他 

 

 

3  地域協議会との意見交換会について ··························· 資料3 

⑴ 実施内容提案 

 

 

⑵ その他 

 

 

4  その他 

⑴ 委員会開催日程の変更について（提案） 

 

⑵ 読者アンケート回収ボックスの確認について 

 

【次回委員会開催予定日】令和 3年 2月  日（  ）     第 4 委員会室 



資料 1-1 

（仮称）はまだ市民一日議会について 
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（1）名称 

「はまだ市民一日議会」とする 

 

 

（2）令和 2年 11月 16 日の全員協議会で出た意見 

議員名 質問・意見等 回答・対応 

布施議員 偏った応募者になる可能

性 

人によってテーマが似ていてもニュアンスが異

なることもあると思わるため、選定せず、尊重

する。 

年齢枠や女性枠の用意 要検討。 

応募者多数の場合の対応 抽選を行う。 

出向くことをする前に、

議場へ呼ぶ企画ができた

議論の経過 

関係団体との意見交換会の必要性は委員会の中

でも議論した。その結果、議会広報広聴委員会

だけで取り組むに留めず、3 常任委員会でも積

極的に意見交換の場を設けることを依頼。 

また、地域協議会へ出向いての意見交換会を委

員会内で検討中。 

牛尾議員 芽室町議会の取組や過去

の浜田市議会の取組を参

考に 

 

その他の質問：西村議員「犬山市議会における平均的な応募数」 

       柳楽議員「犬山市議会で申し込み後に発言内容の確認をされるかどうか」 

 

 

（3）スケジュール（イメージ）※日付は確定ではなく、案 

1 月 22 日 実施の方向性確認 

2 月 実施段取り調整（役割分担確定） 

3 月 チラシ準備 

4 月中旬 募集開始（浜っ子タイムズ放映日から） 

6 月 9日（水） 申し込み締切 

6 月 11 日（金） 議会広報広聴委員会招集（発言内容の可否判断、発言者決定） 

7 月 11 日（日） はまだ市民一日議会開催 

開催から約 1週間後 全員協議会招集（発言内容の取扱い協議） 

～8月 11 日（水） 発言者に対応経過をフィードバック 

 

※令和 3年 6月定例会議開催予定（推定） 6 月 15 日（火）～6月 30日（火） 16 日間 
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（仮称）はまだ市民一日議会について 
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（4）周知 

はまだ議会だより（5月 1日発行予定の Vol.61） 

浜田市議会 HP 

（広報はまだ 6月号） 

いわみケーブルテレビ（浜っ子タイムズ 4月号、スタジオ 103） 

チラシの配布（各支所、公民館、ゆうひパークはまだ、図書館、石央文化ホール、………） 

 

 

（5）チラシ（案） 

別紙資料 1-2 のとおり 
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あなたの考えを議員に直接伝えることができる一日です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はまだ市民一日議会 
これまで、皆さんのご意見·ご要望を伺う機

会として、地域に出向く議会報告会や地域

井戸端会などを行ってきました。 

しかし、分担して地域に出向くため、 議員

全員で直接お話しを聞く機会はこれまであ

りませんでした。 

いつもは、市長と議員が向き合う議場です

が、今回は市民の皆さんと議員とが向き合

う場として活用したいと思います。 

暮らしの中で思われていることを教えてく

ださい。「市民の声」を拾い上げるために、 

新しいチャネルづくりにどんどんトライし

て、 今後の政策提言など議員活動の充実に

つなげていきたいと考えています。 

 

① 参加制限なし 
(浜田市在住・在学・在勤の方) 

 

② テーマは自由 
(浜田市政や議会にかかわること) 

 

③ 持ち時間は 10分 
(発言時間は 5分間) 

○お申し込み方法 

* 申込締切 令和 3年 6月 9日 (水) 17 時 00 分必着 

* 提出方法 議会事務局に持参、メール、 ファクス、郵送のいずれか 

* 応募は 1人 1件、1つの発言テーマに限ります。 

* 詳細な注意事項は HP にてご確認ください（発言者決定後、郵送します）。 

* 応募者多数の場合は抽選により発言者を決定します。 

 

○お問い合わせ 

浜田市議会 議会事務局 (担当 : 小寺
こ て ら

 )      ↓詳細はこちら↓ 

TEL 0855-25-9800 

FAX 0855-22-6765 

MAIL gikai@city.hamada.lg.jp 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を講じて開催します。 

（マスク着用、手指消毒、恒常的な換気、飛沫防止板設置、密を避けるなど） 

浜田市議会主催 

令和3年 7月 11日（日） 

13時00分から15時00分 

浜田市役所 5F 

浜田市議会 本会議場 

Q R 

 

コ ー ド 
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【注意事項】 

○発言項目·内容 

応募は 1人 1件、1つの発言テーマに限ります。 

複数の応募があった場合は原則１件目に受理したものを採用します。 

記入に不備がある場合は、内容確認のため、ご連絡させていただきます。 

 

○発言者の決定 

申し込みいただいた発言テーマ、発言内容により、発言していただくかどうかを議会広報広聴委員会で

決めさせていただきます。 

応募者多数の場合は、抽選により発言者を決定します。 

発言者決定後、当日に向けた打ち合わせを実施しますので、ご出席ください。 

 

〇お申し込みに関する注意事項 

* 発言に際し、パソコン、スマートフォンなどの機器の使用はできません。 

* 応募の際にいただく個人情報は、実施に関する連絡などに使用します。 

* 報道機関に対して、事前に発言テーマなどの情報提供をする場合があります。また、当日の発言の撮

影を許可するため、ご了承の上、ご応募願います。 

* 当日の様子を YouTube で公開、市議会だよりへ写真掲載することにご了承願います。 

* 当日は議員、発言者、傍聴者、報道機関などに対し、発言者の氏名及び発言テーマを記載した資料を

配布します。 

* 手話通訳などの配慮の必要がある場合は、発言予定日の 10 日前までにご連絡ください。 

* 発言者以外の方（ご家族、ご友人など）で同行者がいる場合は、傍聴席でご覧いただけます。 

氏名 ： （                                   ） 

住所 ： （                                   ） 

職業 ： （                                   ） 

電話 ： （                                   ） 

メール ： （                                  ） 

発言テーマ ： （                             ） について 

発言内容 

申込用紙 

 



資料 2-1 

SNSを利用した情報発信に係る提案書（案） 

１．目 的 

・議会情報を新たな媒体で発信することで、今まで情報が届いていない方にも積極的に

情報を届けるため 

・災害などの緊急時に迅速に情報発信する手段を整えるため 

 

２．概 要 

（１）利用媒体 

LINE、Facebook、 Instagram、 Twitter、TikTokの中から、以下の点に着目し『Twitter』を媒体

として利用する。 

・比較的若い世代をターゲットにできる（20代が多い） 

・短文（140 文字）なので投稿が簡単 

・リアルタイム性が特徴で、新鮮な情報を提供することで読者を飽きさせない  

・リツイート機能による情報拡散力に期待 

 

（２）投稿内容 

 ①議会日程 等 

 ②議員のつぶやき 

  （テーマ： ex.「私の趣味」「浜田の宝物」「子ども頃の思い出」など議員を身近に感じる話題） 

 

（３）投稿者 

 ①『議会日程等』は議会事務局 

 ②『議員のつぶやき』は全議員が輪番制で担当 

 

（４）投稿頻度 

 ①『議会日程等』は開催に合わせて都度 

 ②『議員のつぶやき』は毎日 

 

（５）投稿までの流れ 

 ①Twitter 研修会 → ②アカウント作成 → ③議会広報広聴委員会でテーマ選定 →④各自投稿 

 

（６）コメントへの対応 

 コメントへは基本的には返信対応はしないが、内容によっては委員会で検討する。 

 

（参考）千代田区議会公式ツイッター  https://twitter.com/chiyoda_kugikai 

千代田区議会公式ツイッター運用基準 

浜田市ソーシャルメディア活用指針 

浜田市職員ソーシャルメディア利用ガイドライン 
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SNS 比較資料 

 

【引用元】https://blog.comnico.jp/we-love-social/sns-users 

 
国内月間アクテ

ィブユーザー 
ユーザー層 特徴 導入している市議会（友達数、フォロワー数） 

LINE 8,400万人 
全世代 

幅広い 

・インフラ化したメッセージツール 

・プッシュ通知を使った情報発信 

・LINE APIを使った自社サービス

連携 

・秋田市議会（1,047）、船橋市議会（2,539）、桐生市議会（265）、四万十市

議会（260）、鳥羽市議会（64） 

など 

Twitter 4,500万人 
20 代が多い 

平均年齢 35歳 

・リアルタイム性と情報拡散力 

・興味関心でつながる 

・短文のコミュニケーション 

http://www.gikai-kaikaku.net/gikaikaikaku_twitter.html 

・和泉市議会（259） 

https://twitter.com/izumishigikai 

取手市議会（926）、桐生市議会（109）、所沢市議会（548）、船橋市議会

（761）、流山市議会（325）、関市議会（86）、鳥羽市議会（1,179）、三田市議

会（249）、など 

Instagram 3,300万人 
10 代 20 代で半

数以上 

・雑誌感覚、ビジュアル訴求 

・フィードとストーリーズの使い分け 

・ハッシュタグからの流入 

・四日市市議会（123） 

https://www.instagram.com/yokkaichi_shigikai/?hl=ja 

・日向市議会（128） 

https://www.instagram.com/hyugashigikai/?hl=ja 

Facebook 2,600万人 
登録者は 20 代と

30代が多い 

・実名性が高くリアルなつながりを

反映 

・ビジネスシーンでの活用 

・コンテンツの自由度が高い 

http://www.gikai-kaikaku.net/gikaikaikaku_facebook.html 

桐生市議会（673）、所沢市議会（533）、流山市議会（586）、犬山市議会

（581）、鳥羽市議会（209）、三田市議会（109）など 

※津和野町議会（173） 

TikTok 950 万人 
10 代と 20 代で

半数以上 

・さくっと見られる短尺動画 

・豊富な動画編集機能 
なし 
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各地域協議会との意見交換会 実施概要 

1 目 的 議員が各地域協議会に出向くことで、地域の意見を吸い上げ、地元の問題

意識を調査し、議会活動につなげるため 

2  手 段 各自治区に議員が出向き、意見交換を行う 

3 実 施 日 各地域協議会と協議・調整 

4 場 所 浜田：市役所付近 

金城：みどりかいかん 

旭：旭支所 

弥栄：弥栄会館 

三隅：三隅支所 

5 費 用 議員派遣による費用弁償 

（地域協議会委員の費用弁償）※原課負担 

【前回の協議内容】 

①テーマ設定 （ 議会で設定 地域協議会が設定 テーマは設けない ） 

地域で抱える課題に関する意見交換 

 

②テーマの内容 （ 市政全般 議会に対する要望 ） 

議会に関する内容も可 

 

③出席議員 （人数及び人選） 

全議員で対応（5自治区を分担⇒1自治区当たり 4～5人）※議長団も分担 

 

④主催 （ 地域協議会 浜田市議会 共催 ） 

 

⑤実施方法 （ 地域協議会の議題終了後 個別に設定 ） 

 

【今後の進め方】 

・今年度中に地域協議会が開催される自治区には数名の委員が出向き、

次年度の実施について事前説明をする。その際、協議テーマを照会。 

・上記実施方法について、正副議長と協議し、承認を得る。 

・全議員で実施することなので、上記実施方法について全員協議会等で

説明し、全議員の同意を得る。 

2021 年 1月 22 日 

担当：議会広報広聴委員会 


